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現
代
イ
ラ
ン
の
国
民
的
詩
人
シ
ャ
l
ムル
l

前
田
君
、
江

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
ム

ル

|

ご
九
二
五
ニ

O
O
O
年
)
は
、

ナーゼリーの死ほか(イラン)解説

イ
ラ
ン
現
代
詩
に
お
い
て
、
唯

一
「
国
民
的
詩
人
」
と
呼
び
う

る
存
在
で
あ
る
。
一
九
五

0
年
代
か
ら
七

0
年
代

ま
で
の
イ
ラ
ン
の
経
済
成
長
期
と
重
な
る
、
モ
ダ
ニ
ズ

ム
文
化
の
勃
興
期
に
お
い
て
、
韻
律
や
定
型
に
捉
わ

れ
な
い
自
由
詩
を
中
心
と
す
る
「
現
代
詩
」
は
、
大

き
な
カ
を
も
っ
た
。
シ
ヤ
|
ム
ル
|
自
身
も
ま
た
詩

人
と
し
て
の
成
長
期
を
こ
の
時
期
に
迎
え
る
。
と
は

い
え
、
ニ

O
世
紀
イ
ラ
ン
の
西
欧
流
知
識
人
た
ち
の

創
作
活
動
と
そ
の
受
容
、
そ
し
て
社
会
的
評
価
を

も
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

「詩
」
と
い
う
事
象
、
と

く
に
「
現
代
詩
」
・
「
自
由
詩
」
と
呼
ば
れ
た
創
作
ジ
ャ

ン
ル
は
、
千
年
の
伝
統
を
も
っ
と
も
言
わ
れ
る
古
典

詩
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
と
も
に
、
体
制
へ
の
批
判
と

抵
抗
を
も
ち
あ
わ
せ
る
こ
と
を
常
に
運
命
づ
け
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
の
ち
に
、
社
会
主
義
リ
ア
リ

ズ
ム
と
ア
ン
ガ
|
ジ
ュ
マ
ン
が
換
骨
奪
胎
さ
れ
た
、
イ

ラ
ン
文
学
流
の
社
会
意
識
と
し
て
、
現
代
文
学
を
貫

く
潮
流
と
な
る
。

シ
ャ
l
ム
ル
ー
が
国
民
的
詩
人
と
呼
ば
れ
た
要
因

は
、
第
一
に
、
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
l
王
制
期
、
現
イ
ス
ラ
|

ム
体
制
ご
九
七
九
年

1
)
を
通
じ
て
、
社
会
派
詩
人
、

抵
抗
詩
人
と
し
て
、
ひ
る
む
こ
と
な
く
創
作
を
続

け
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
ら
、
多
数
の
文
芸

誌
政
治
社
会
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
生
涯

に
十
七
の
詩
集
を
上
梓
し
た
(
う
ち
一
冊
は
、
印
刷
後

に
没
収
、
焼
却
さ
れ
た
)
。
「詩
と
は
生
、
さ
る
こ
と
」
也

と
高
ら
か
に
歌
っ
た
、
初
期
の
抵
抗
詩
や
、
と
く
に

七

0
年
代
の
反
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
l
王
制
抵
抗
運
動
の
高

ま
り
と
秘
密
警
察
ら
に
よ
る
弾
圧
に
呼
応
す
る
形

で
詠
わ
れ
た
政
治
犯
ら
へ
の
追
悼
詩
が
知
ら
れ
る

ほ
か
、
六

0
年
代
に
美
貌
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
妻
ア
|

イ
ダ
l
へ
と
捧
げ
ら
れ
た
一
連
の
愛
の
詩
な
ど
も
好

ん
で
読
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
l
ム
革

命
を
経
た
、
八

0
年
代
以
降
の
混
迷
期
に
は
、
入

り
組
ん
だ
隠
喰
に
満
ち
た
暗
示
的
な
作
品
を
多
く

残
し
て
い
る
。

第
二
の
要
因
は
、
彼
が
常
に
自
ら
の
詩
作
に
課
し

て
い
た
政
治
性
と
社
会
性
と
と
も
に
、
こ
れ
と
は
一

見
相
反
す
る
、
彼
の
詩
の
比
類
な
い
行
情
性
・
音
楽

性
が
多
く
の
読
者
を
魅
了
し
た
点
に
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
彼
は
、
自
由
詩
の
詩
作
を
進
め
る
中
で
、

音
節
の
数
合
わ
せ
・
形
(
か
た
ち
)
あ
わ
せ
に
過
ぎ
な

い
韻
律
上
の
規
範
を
嫌
い
、
こ
れ
を
す
べ
て
排
し
た

非
韻
律
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
た
ど
り
つ
く
。
し
か
し
、
こ

の
と
き
シ
ヤ
|
ム
ル
ー
が
痛
感
し
た
の
が
、
言
葉
の
リ

ズ
ム
(
川
音
楽
性
)
こ
そ
が
詩
の
真
髄
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
非
韻
律
詩

に
お
い
て
、
流
麗
な
古
典
散
文
文
体
の
模
倣
や
、
古

典
詩
に
お
い
て
韻
律
技
法
と
共
に
駆
使
さ
れ
た
子

音
や
母
音
の
呼
応
も
、
視
覚
的
な
詩
行
構
成
な
ど

と
と
も
に
用
い
た
ス
タ
イ
ル
と
し
て
結
実
す
る
。

八

0
年
代
に
は
、
イ
ラ
ン
人
と
し
て
、
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
候
補
に
名
が
挙
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
一
九

九
O
年
に
は

工C
ヨ
S
2
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賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め

と
し
、
ド
イ
ツ
、
北
欧
な
ど
に
居
住
す
る
数
十
万
を

超
す
イ
ラ
ン
人
知
識
人
ら
の
存
在
と
後
押
し
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
大
半
は
、
一
九
七
九
年
に
成

立
し
た
現
イ
ス
ラ
l
ム
体
制
に
は
否
定
的
で
あ
り
、

シ
ャ
l
ム
ル
ー
が
圏
内
で
事
実
上
の
文
学
活
動
が
不

可
能
と
な
っ
た
八

0
年
代
、
九

0
年
代
に
は
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
彼
を
招
き
、
と

き
に
数
千
人
規
模
の
「
詩
の
タ
ベ
」
(
詩
人
に
よ
る
自
作

の
詩
な
ど
の
朗
唱
会
)を
行
っ
た
。

シ
ャ
|
ム
ル
ー
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
民
俗
文
化
辞

典
の
編
纂
、
欧
米
文
学
か
ら
日
本
の
俳
句
ま
で
含
め

た
ア
ジ
ア
諸
文
学
の
翻
訳
な
ど
、
極
め
て
多
岐
に
わ

た
る
文
芸
活
動
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
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